
 は じ め に

　WHOは，性的健康を性的存在としての身体的，

精神的，知的，社会的各側面の統合をなしている

状態と定義している 1）。知的障がい児の多くは，

思春期に身体的性的機能が成熟するが，精神的発

達，知的発達，社会的発達が未熟なため，性に関

する健康に問題を生じやすい 2）3）といわれ，従来

から性教育の必要性や重要性が指摘されている。

　文部科学省 4）は，学校における性教育の基本的

考え方を「自己の性の認識の確立，人間尊重男女

平等の精神に基づいた豊かな男女の人間関係，性

の諸問題の対処能力の育成」とし，障がいがある

児童生徒に対する性教育の目標は，障がいがない

児童生徒と同じと明言している。その上で，障が

いがある児童生徒には，障がいの程度の特徴に応

じた課題が達成できることを求めている。しかし，
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Abstract： The aim of this study was to examine the consciousness of teachers regarding sex 

education in schools for special needs education, and to investigate the actual implementation 

of sex education in these schools. A questionnaire was distributed to 188 teachers in schools 

for special needs education, and 85 responses were analyzed. 
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school age students thought that “appearance”, “communication” and “daily life rules” 
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practice of sex education as a subject and guidance in everyday life reflected these same 

issues. 82 teachers thought that it was necessary to study methods of implementing sex 
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holding study meetings at their schools. 57 of the teachers replied that they “struggled” with 
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understanding of their own sexuality and of others.
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障がいや発達の程度の特徴に応じた指針は具体的

には示されていない。

　これまでの知的障がい児の性教育に関する調査

では，3割の知的障がい養護学校において性教育

を全く行なっていなかったこと，知的障がい児施

設では7割が性教育に取り組んでいないこと，養

護学校の9割以上の教職員は知的障がい児に性教

育は必要と答え，必要とする理由では，性的発達

がみられるという理由がもっとも多かったこと，

教職員の四分の一は性に関する教え方がわからな

いと答えていたこと等が報告されている 5）。知的

障がい児の性教育において，教員は必要と認識し

ながらも実施できていないことが伺え，障がいや

発達の程度に応じた指針の開発が急務といえる。

　知的障がい児は，自分の性をコントロールでき

にくいことにより意に反して性的加害者と扱われ

たり，充分な意思表示ができないことで性的被害

者となるというように，知的障がい児の性的な健

康問題の特徴が知的障がい児の自立を阻害してい

ることが指摘されている 1）6）。

　本研究グループはこれまで県内小学校，中学校，

高校，大学において，児童生徒や保護者を対象に

多くの性教育を実践しながら，子どもの発達に応

じた性教育の必要性と課題，具体的方法を明らか

にしている 7）8）。県内特別支援学校養護教諭との連

携の中で，教育指針の開発の要望が出されている

が，県内における知的障がい児においては，性教

育の実態や課題等については明らかになっていな

い。

　そこで，知的障がい児の性に関する健康問題の

特徴と自立を阻害する要因を明らかにすることに

より，発達や障がいの程度による具体的な教育指

針を開発できると考えた。

 研 究 目 的

　特別支援学校における知的障がいのある児童生

徒（以下知的障がい児）の性教育に関する教員の

意識および性教育の実態を明らかにする。

 研 究 方 法

１ ．  研究デザイン

　自記式質問紙調査

２ ．  対 象 者

　同意の得られた特別支援学校の小学部，中学部，

高等部に在籍する教員188名

３ ．  調 査 期 間

　平成21年2月～平成21年3月

４ ．  調 査 内 容

　教員の属性，知的障がい児の性に関する行動と

問題意識，知的障がい児に必要な性教育の内容，知

的障がい児に対する性教育の実施状況，性に関す

る困難感，知的障がい児の保護者からの相談の有

無，性教育に関する相談相手，性教育に関する学習

の機会，知的障がい児の性教育に関する意見につ

いて，一部自由記載を含む選択式で回答を求めた。

５ ． 調査手順

　特別支援学校の学校長宛に研究協力依頼文書を

送付し，文書で同意の回答を得た。その後，教員

の人数分の研究協力依頼文書と調査用紙，切手を

貼付した個人ごとの回収用封筒を学校に郵送した。

調査用紙の回収は，無記名による回答後，各自個

別の封筒による研究者宛の郵送法で実施した。

６ ． 分析方法

　分析は統計ソフトSPSS14.0 for Windowsを用い

て単純集計を行った。自由記載は，意味内容の近

いものに分類し整理した。

７ ． 倫理的配慮

　調査の際は，研究目的，方法，倫理的配慮，問

合せ先を明記した研究協力依頼文書を対象者一人

一人に配布した。研究協力は自由意思によること

を保障し，調査用紙の回収をもって調査に同意し

たとみなした。回答後の調査用紙は個別の投函に

よる郵送法で回収した。無記名の調査用紙を用い

ることで匿名性とプライバシーの保護を保障した。

調査実施前に山形県立保健医療大学倫理審査委員

会の審査承認を得た（承認番号0902-20）。

 結 果

　特別支援学校に在籍する教員89名（回収率

47.3％）から回答が得られた。そのうち有効回答
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の得られた85名（有効回答率95.5％）について記

述統計を行なった。

１ ．  対象の属性

　対象となった教員の属性を表1に示した。

　教員の所属は小学部22名（女性17名，男性5

名），中学部16名（女性12名，男性4名），高等

部47名（女性26名，男性21名）であった。小学

部の教員の平均年齢は39.5±7.2歳，中学部は

42.1±6.4歳，高等部は45.3±7.6歳であった。教員

歴の平均年数は，小学部は15.0±7.5年，中学部は

18.9±6.5年，高等部は20.7±8.0年であった。また

知的障がい児教育に携わっている平均年数は，小

学部は10.2±6.0年，中学部は8.9±6.3年，高等部

は12.6±7.1年であった。

２ ．  知的障がい児の性に関する行動と問題意識

　教員が特別支援学校で体験したことがある知的

障がい児の性に関する行動について図1に示した。

小学部の教員が体験したことがある行動は「自分

の性器を触る」17名（77.3％）が最も多く，次い

で「教員に抱きつく」15名（68.2％），「友達に抱

きつく」10名（45.5％）であった。中学部の教員

が体験したことがある行動は「自分の性器を触る」

15名（93.8％）が最も多く，次いで「友達に抱き

つく」13名（81.3％），「教員に抱きつく」12名

（75.0％）であった。高等部の教員が体験したこと

がある行動は「他人に好きと言う」37名（78.7％）

が最も多く，次いで「友達に抱きつく」33名

（70.2％），「自分の性器を触る」30名（63.8％）で

あった。また高等部では，「性関係サイトにアクセ

ス」22名（46.8％），「ポルノ・アダルトビデオ」

18名（38.3％），「性被害」14名（29.8％），「性加

害」11名（23.4％）などの行動を体験したことが

あるという回答もみられた。

　知的障がい児の性に関する行動に対して，教員

がどのように思っているかについて図2－1，2－

2，2－3に示した。どの行動も教員が「問題だ」ある

いは「少し問題だ」と思っている割合が高かった。
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ｎ＝85表１　対象の属性

高等部（47名）中学部（16名）小学部（22名）

45.3±7.642.1±6.439.5±7.2平均年齢（歳）年　　　　齢
261217女　　性（名）性　　　　別
2145男　　性（名）

20.7±8.018.9±6.515.0±7.5平均年数（年）教　 員 　歴
12.6±7.18.9±6.310.2±6.0平均年数（年）障がい児教育
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３ ．知的障がい児に必要だと感じる性教育の内容

　教員が知的障がい児に必要だと感じている性教

育の内容は，「コミュニケーション」66名（77.6％）

が最も多く，次いで「身だしなみ」64名（75.3％），

「日常生活ルール」60名（70.6％）であった。

　小学部の教員が必要だと感じている性教育の内

容について，図3－1に示した。小学部で最も多

いのは「身だしなみ」20名（75.3％）で，次いで

「日常生活ルール」17名（70.6％），「コミュニケー

ション」16名（77.6％）であった。「初経・月経の

手当て」は15名（68.1％），「射精・精通の後始末」

は8名（36.4％）の教員が必要であると回答して

いた。

　中学部の教員が必要だと感じている性教育の内

容について，図3－2に示した。中学部で最も多

いのは「身だしなみ」のほか「コミュニケーショ

ン」が同数の14名（87.5％）であり，次いで「日

常生活ルール」12名（75.0％）であった。「性被

害」，「性加害」が必要だと回答した教員は2名

（12.5％）で，「妊娠」，「性感染症」は1名（6.3％）

であった。

　高等部の教員が必要だと感じている性教育の内

容について，図3－3に示した。高等部で最も多

いのは「コミュニケーション」と「性被害」で，
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36名（76.6％）の教員が必要であると回答してい

た。次いで「男女交際」34名（72.3％）であり，

「日常生活ルール」31名（66.0％），「身だしなみ」

30名（63.8％）と続いていた。「妊娠」16名（34.0％），

「性感染症」，「避妊方法」15名（31.9％）その他の

項目もすべて20％以上の教員が必要だと回答し

ていた。

４ ． 知的障がい児に対する性教育の実施状況

　現在勤務している特別支援学校で“教科”とし

て知的障がい児に性教育を実施している教員は，

小学部2名（9.1％），中学部2名（12.5％），高等部34

名（72.3％）の計38名（全体の44.7％）であった。

　“教科”として一回の性教育にかける時間を図4

に示した。「1時間以内」14名（36.8％），「1～2時間」

7名（18.4％），「2～3時間」10名（26.3％）であった。

　性教育の指導形態を図5に示した。「男女別」25

名（65.8％）が最も多く，「発達グループ別」22名
（57.9％），「学年別」18名（47.4％）で，「個人指導」

を実施していたのは9名（23.7％）の教員であった。

　性教育を実施する際に主に活用しているものに

ついて図6に示した。「自作教材」30名（78.9％）

が最も多く，次いで「市販の図書」および「ビデ

オ」10名（29.4％）であった。

　“教科”として実施している性教育の内容を図7

－1，7－2，7－3に示した。小学部の2名は

「男女の体の違い」，「身だしなみ」，「コミュニケー

ション」，「日常生活ルール」，「身体の清潔」，「い

のちの誕生」，「初経・月経の手当て」の7項目を

あげていた。中学部の2名は7項目中「いのちの

誕生」を除く6項目のほか，「マスターベーション」
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をあげていた。高等部の34名は，「男女の体の違

い」，「男女交際」，「性被害」，「性加害」の順で多

く，「いのちの誕生」，「初経・月経のしくみ」が続

いていた。「身体の清潔」や「日常生活ルール」や

「コミュニケーション」なども含めて，すべての項

目が選択されていた。

　知的障がい児に対して“日常生活全般”の中で

性教育を実施していると回答した教員は，小学部

20名（90.9％），中学部11名（68.8％），高等部24

名（51.1％）の計55名（全体の64.7％）であった。

　“日常生活全般”において実施している性教育の

内容を図8－1，8－2，8－3に示した。小学部

の20名は「身だしなみ」，「コミュニケーション」，

「日常生活ルール」，「身体の清潔」，「男女の体の違

い」，「初経・月経の手当て」，「男女交際」，「いの

ちの誕生」，「初経・月経のしくみ」の9項目をあ

げていた。中学部の11名は「身だしなみ」，「コミュ

ニケーション」，「日常生活ルール」，「身体の清潔」，

「初経・月経の手当て」，「男女の体の違い」，「マス

ターベーション」の7項目をあげていた。高等部

の24名は，「身だしなみ」，「日常生活ルール」，

「コミュニケーション」，「身体の清潔」の順で多く，

「男女交際」，「初経・月経の手当て」，「性加害」，「性

被害」と続き，「男女の体の違い」，「射精・精通のし

くみ」，「性行為」，「初経・月経のしくみ」，「射精・精

通の後始末」，「男女の性役割」，「妊娠」の項目が選

択されていた。日常生活全般の中で「マスターベー

ション」，「性感染症」，「避妊方法」についての性教

育を実施していると回答した教員はいなかった。

　特別支援学校で実施している性教育について保

護者に“伝えている”と回答した教員は64名

（75.3％）であった。その方法は「保健だより」30

名（46.9％）のほか「学部・学年だより」，「連絡

ノート」があげられていた。「口頭」で伝えている

教員は28名（43.8％）であった。
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図８－１　日常生活全般において実施している性教育－小学部－　ｎ＝20
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図８－２　日常生活において実施している性教育－中学部－　ｎ＝11
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図８－３　日常生活全般において実施している性教育－高等部－　ｎ＝24



５ ． 性教育に関する困難感

　性教育について何か“困っていることがある”

と回答した教員は，小学部15名（68.2％），中学

部11名（68.8％），高等部31名（66.0％），計57

名（全体の67.1％）であった。困っている内容に

ついて図9－1，9－2，9－3に示した。小・中

学部，高等部ともに「教え方がわからない」，「学

習の機会がない」，「知識がない」を上位にあげて

いた。また「保護者や教員の協力が得られない」

という回答もみられた。

　性に関することで困ったことについての自由記

載では，【教えることの難しさ】，【保護者との連携】，

【関係機関との連携】の3項目が抽出された。

６ ． 保護者からの相談内容

　教員が保護者から相談を受けたことがある項目

を図10に示した。小学部では「コミュニケーショ

ン」15名（68.1％）が最も多く，次いで「日常生

活ルール」12名（54.5％），「身体の清潔」11名

（50.0％）であった。中学部も「コミュニケーショ

ン」13名（81.3％）が最も多く，次いで「日常生

活ルール」，「身だしなみ」10名（62.5％）であっ

た。高等部も最も多かったのは「コミュニケーショ

ン」34名（72.3％）で，「日常生活ルール」30名

（63.8％），「身だしなみ」24名（51.1％）の順で

あった。「性加害」や「性被害」についての相談を

受けたことがあるという回答もみられた。

７ ． 教員の相談相手

　教員の82名（96.5％）は，“保護者から相談を

受けたとき相談する相手がいる”と回答していた。

その相談相手は，養護教諭78名（91.8％）が最も

井上京子，他：特別支援学校の児童生徒の性に関する調査～教員を対象として～

― ８９ ―

2

0

0

1

4

5

11

図９－１　性教育に関して困っていること－小学部－　ｎ＝15
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図９－２　性教育に関して困っていること－中学部－　ｎ＝11
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図９－３　性教育に関して困っていること－高等部－　ｎ＝31
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図10　保護者から受けた相談内容　ｎ＝85



多く，教員は65名（76.5％）であった。医師6名

（7.3％），民生委員，福祉施設の職員，管理職に相

談するという回答もみられた。

　また教員の79名（92.9％）は，“性に関する問

題について相談する相手がいる”と回答していた。

その相談相手は，養護教諭70名（88.6％）が最も

多く，次いで教員59名（76.7％）であった。保護

者17名（21.5％），医師9名（11.4％），民生委員，

友人，夫，福祉施設の職員という回答もみられた。

８ ． 性教育に関する学習の機会

　知的障がい児に対する性教育について“学んだ

ことがある”と回答した教員は，小学部11名

（50.0％），中 学 部6名（37.5％），高 等 部15名

（31.9％），計32名（全体の37.6％）であった。32

名の教員の学びの場については，「本や資料」24

名（75.0％），「講習会・研修会」13名（40.6％）

で，教員養成課程で学んだと回答した教員は1名

であった。

　性教育に関する勉強会や研修会の必要性につい

ては82名（96.5％）の教員が“必要である”と感

じていた。しかし実際に現在勤務している学校で，

性教育に関する勉強会や研修会を実施していると

回答した教員は21名（24.7％）であった。

９ ． 性教育に関する意見

　知的障がい児に対する性教育に関する意見につ

いて，自由記載の記述内容を分類した結果を表2

に示した。

　意見は大きく【性教育の開始時期】，【性教育の

内容】，【性教育の指導形態】，【性教育の教材資料】，

【研修の必要性】，【調査への一言】に分類された。
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表２　性教育に対する意見（自由記載）

・基本的には，小学部低学年から取り組むことが必要である。
・知的障がい児の性教育は生命尊重や人権尊重の教育であり，生活習慣の確立，
社会性を育てること，生活ルールを身につけることなど教育全般に渡る内容を
含んでおり，早期からの指導が大切である。

性教育の開始時期

・小・中学部時に男女のルール・エチケットについてしっかり指導することが大
切だと思う。

・身だしなみや衛生面の支援，人とのかかわりのマナーなどが先だと思う。
・性行為，マスターベーションなどを教えるとかえって問題になるのではないか。
・生きていくのに困らない程度のことは教える必要がある。

性教育の内容

・心身の発達の差により一斉指導は難しく個別の指導がとても大切になってくる。
・個の段階に応じた指導がベストだが，1対1の指導は難しい。
・あきらめずに繰り返し行なう。
・性については学校主体ではなく家庭中心で教育すべきと考えている。
・児童生徒によって違い，家庭の考え方もさまざま。問題が起きたとき，家庭と
の連携が大切である。

・知的障がいを持っているからといって普通教育と違うとは思わない。成長を認
めつつ適切な行動を取れるよう指導していけばよい。

性教育の指導形態

・子どもの実態に応じて必要なことをきちんと支援していく必要がありマニュア
ルがあると良い。

・ぜひ実践例を知りたい。
・文科省としての確たる障がい者の性指導についての文献を提示してほしい。
・成長ごとの知的障がい児の性教育があればよい。
・図や絵を利用して指導していくと，より伝わりやすいのではないかと思う。

性教育の教材資料

・勤務時間内に堂々と学べる機会があると良い。「いつでも相談できる仲間」が成
立できるためにも，まず現場にゆとりが欲しい。

・教員の研修と保護者向けの研修会が必要である。

研修の必要性

・一言で知的障がいと言っても実態は様々で，軽度，中等度，重度の程度によっ
ても対応は違う。その違いを考えずに一律にアンケート調査することでどんな
ことがわかるのか疑問である。

・この調査の結果はとても興味深い。職員に向けた実態と実践について講義して
ほしい。

調査に一言



 考 察

１ ． 知的障がい児の性に関する行動と問題意識

　教員が体験したことがある知的障がい児の性に

関する行動は，「自分の性器を触る」，「教員に抱き

つく」，「友達に抱きつく」が多かった。教員はこ

れらの項目も含め，質問項目にあるすべての行動

に対し「問題だ」あるいは「少し問題だ」と思う

割合が高かった。

　「自分の性器を触る」は，研究者らが実施した幼

稚園教諭を対象にしたアンケート調査 8）9）で，幼

児にみられる気になる行動として回答数の多い項

目であった。特に自慰も含め広い意味での幼児期

の性器いじりは，性的な意味は少なく，指しゃぶ

りや爪かみなどの身体玩弄癖の一種と考えられて

いる 10）。成長発達過程であらわれる生理的なもの

であり，ほとんど特別な対処を必要としない。知

的障がい児はこの時期をずっと遅れて迎えること

もあり，『性器いじり即性的行動』というわけでは

ない。

　山本 11）は「教員や友達に抱きつく」行為も，親

しい人とのスキンシップを求めるごく自然な人間

の心情だと述べている。自慰行為や他人に触ろう

とする行為もまた，第二次性徴を迎え表面的な身

体の変化に気づき，自分や異性の身体に関心を示

すことで起こり，発達段階の過程でみられる自然

な行為である場合が多い。しかし，身体的性的機

能の発達に比べ精神的発達や社会的発達が未熟で

あり，自制する判断力が乏しく，時や場所を選ぶ

ことができずに行なう行為として，教員の問題意

識が高くなっていると考える。

　高等部だけでみると「他人に好きと言う」を体

験している教員が最も多く，「性関係サイトにアク

セスする」，「ポルノ・アダルトビデオを見る」も

増えている。「問題だ」とする回答は少なくなるが，

「少し問題」と合わせると60％近くになる。教員

が問題意識を持っているのは，心身ともに思春期

の正常な発達であっても，他者のプライベート

ゾーンを守ることや情報を正しく理解することが

重要であり，教育的指導の必要性を考慮している

結果だと考えられる。また「性加害者になった」，

「性被害にあった」などの行動もみられ，知的障が

い児が性的加害者と扱われたり，性的被害者と

なっている現実を表していた。教員の問題意識の

高さから，教育の重要性を示す特徴的な結果であ

るといえる。

２ ． 知的障がい児に必要な性教育の内容と実施

内容

　教員が知的障がい児に必要だと感じている性教

育の内容は，小学部，中学部，高等部で共通して「コ

ミュニケーション」，「身だしなみ」，「日常生活ルー

ル」が上位を占めていた。知的障がいの状態によ

り，自分で身の周りのことを行うことが困難で

あったり，判断力が十分に育っていないことから，

高校生であっても日常生活の基本的事項が優先さ

れていることが推測される結果であった。

　しかし，小学部でも「初経・月経の手当て」，

「射精・精通の後始末」が必要であるという回答が

得られた。知的障がいがあっても障がいのない人

にみられる性の生理的発達は同じようにある 2）3）12）

といわれている。知的障がいのある場合は，身体

発育が遅れ気味であり，第二次性徴も成熟に1～2

年の遅れがみられる。男子の場合は声変わりや精

通現象の発現時期が遅れ，精通経験が50％を超え

るのは一般の男子が13歳に対して知的障がい児

は14歳であるといわれる 13）。また，女子の場合は

初経の時期がやや遅れるが，遅れる理由は明らか

ではなく非常にばらつきが多いという報告 3）14）が

ある。身体の変化を受容し心身ともにバランスの

とれた発達を促すためには，変化の起こる前から

教育が必要になると考えるが，身体的機能の発達

のばらつきだけでなく，知的障がいの状態や精神

的発達の違いから発達の個人差が大きく，教育の

難しさがあるといえる。

　また，小・中学部より「性被害」，「性加害」が

あげられ，特に高等部では「性被害」は「コミュ

ニケーション」と並んで一番多く必要性を感じて

いる項目であった。実際に体験している教員もお

り，教員が問題意識を高く持ち，教育の必要性を

強く感じている内容であることが理解できる結果

であった。

３ ．  性教育の実施状況

１ ） 教育活動について

　本調査では特別支援学校で性教育を“教科”

として実施している教員は38名（44.7％）であ

り，“日常生活全般”の中で性教育を実施してい
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ると回答した教員は55名（64.7％）であった。

　文部科学省 4）は，知的障がいの児童生徒に対

する性教育は，児童生徒の障がいの状態や各学

校の実態を考慮し，人格的発達を促していくた

めの教育活動の一環として，各教科，道徳，特

別活動，さらには自立活動等の全教育活動を通

じて体系的・計画的に行なう必要があると示し

ている。しかし，性教育の必要性は感じている

ものの，現実的には体系化されることが難しい

現状にあると推察される。

　“教科”として性教育を実施している教員は，

小学部9.1％，中学部12.5％，高等部72.3％と高

学年になるにつれて高率を示す傾向がみられた。

これは，入谷ら 15）の調査で，性教育の実施学年

が小学校低学年28.2％，中等部54.9％，高等部

は67.6％と徐々に高率を示した結果と同様で

あった。また，“日常生活全般”の中で性教育を

実施していると回答した教員は，小学部90.9％，

中学部68.8％，高等部51.1％であり，“教科”と

は逆に高学年になるにつれて低くなる傾向を示

した。

　これは，子どもたちが成長していることを表

す結果でもある。また，性教育の内容によって，

小・中学部では“教科”として教育する難しさ

や，高等部になると“日常生活”の中では教え

ることができない内容があることを示している

と考えられる。

２ ） 教育内容について

　教員が現在勤務している特別支援学校で実施

している教育内容は，教員が必要だと感じてい

る内容と一致する結果であった。

　特に教員が必要性を感じている上位項目の

「身だしなみ」，「日常生活ルール」，「コミュニ

ケーション」は，小・中学部，高等部ともに

“日常生活”の中で実施される内容の上位を占め

ていた。これは知的障がい児が日常生活の基礎

的・基本的能力を身につけるために，教員が個

に応じた方法で，日常的に繰り返し指導してい

ることを示す結果であると考える。また，高等

部では，必要だと感じている教育内容の全てを

“教科”の中で実施していると回答しており，発

達の個人差が大きい学習者に対し，努力しなが

ら取り組んでいる姿勢が伝わってくる。

３ ） 指導方法について

　“教科”の中の性教育の指導形態については，

集団指導の「男女別」が最も多く，「個人指導」

を実施していたのは9名（23.7％）の教員であっ

た。自由記載に「心身の発達の差により集団指

導は難しく，個別の指導が大切である」という

意見がある一方で，「個別指導がベストだが1対

1の指導は難しい」という意見がみられた。個

人差を考慮した教育が必要だと言われていても，

実際に難しい現状を示していると考えられる。

入谷ら 15）は性教育が困難な理由として「性教育

を実施する教員が少ない」，「教員が忙しい」，「教

科としての時間の確保が難しい」などをあげて

いるが，上記結果は同様の原因によるものと推

測される。

　また，教員が特別支援学校で性教育を実施す

る際に最も多く活用しているのは「自作教材」

であった。知的障がいがある児童生徒の指導内

容は，障がいの状態に応じて重点化を図ったり，

個別化を図るなど指導に工夫が必要であるとい

われる。発達の個人差が大きいため，教員は知

的障がいがある児童生徒の個々に合わせた教材

を準備し，工夫しながら教育している実際が明

らかになった。

４ ．  今後の課題

　本調査では，57名（67.1％）の教員が性教育に

ついて“困っていることがある”と回答しており，

具体的に「教え方がわからない」，「学習の機会が

ない」，「知識がない」をあげていた。性教育に関

して勉強する機会については82名（96.5％）の教

員が必要だと感じているものの，実際に現在勤務

している学校で性教育に関する勉強会を実施して

いるのは21名（24.7％）であった。

　入谷ら 15）も性教育が困難な理由として，前述し

た以外に「性教育の知識が少ない」，「教材・資料

がない」，｢研修会や講演会の開催が少ない」，「学

校の方針がない」などをあげている。教師自身の

性教育に関する知識を深め，教師一人ひとりの実

践力を高めるための学習の機会が必要である。さ

らに学校の取り組みも不十分な状態にあることが

推測され，性教育推進のための対応策を検討する

ことの必要性も示唆された。

　また，児嶋 16）はまだまだ性教育の実践に一歩を

踏み出せないでいる実践現場はたくさんあると指
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摘し，その要因として，人間の性の捉え方を教師

自身が自分のものとできていない，教育課程への

位置づけがわからない，教育内容として何を取り

上げるかわからないなどがあると述べている。障

がいの有無に関わらず，性教育は今日なお人に

よって解釈が異なる。男女の身体的生理的な変化

やそれに関する問題に対する教育，問題行動を防

止するための指導という狭い概念でとらえている

ものも少なくない。教員の性教育に関する共通理

解を深めながら，知的障がい児に対し，どこで何

をどのように教えていくのかを検討し，実践をさ

らに発展させていくことが求められると考える。

　服部 3）は障がい児に対する性教育については諸

説があり，まだ一定の方向性は見出せていないば

かりでなく，「寝た子を起こすな」式の議論さえ

残っていると指摘している。障害児の性はできる

なら目覚めさせないようにしようという潮流があ

り，知的障がい児の保護者の四分の一は，子ども

の性の発達を否定的に捉えているという報告 17）も

ある。教員は，保護者からの相談を受ける立場に

あり，保護者へのサポートも求められる。保護者

と連携を図りながら，知的障がい児に対する体系

的で計画的な性教育に取り組む必要があるといえ

る。

 結 論

１ ．教員は知的障がい児の「自分の性器を触る」，

「友達や教員に抱きつく」などの行動を体験し，

それらの行動に対して問題意識を持っていた。

２ ．教員が知的障がい児に必要だと感じている性

教育の内容は，「コミュニケーション」，「身だし

なみ」，「日常生活ルール」であった。

３ ．教員が知的障がい児に必要だと感じている性

教育の内容は，教科として実施している性教育

の内容と一致していた。これらは日常生活全般

においても実施している内容であった。

４ ．教員の6～7割は性教育に関して「困ってい

る」と回答し「教え方がわからない」，「学習の

機会がない」などを挙げていた。

５ ．知的障がい児に対する性教育について勉強す

る機会は9割以上の教員が必要だと感じている

が，実際に学校で性教育に関する勉強会を実施

しているのは2割程度であった。

 お わ り に

　特別支援学校の児童生徒の性教育に関する教員

の意識および性教育の実態を調査した。回収率が

47.3％で一定の地域に限定していることから研究

の限界がある。しかし，本調査結果から知的障が

いをもつ児童生徒に対する性教育の動向や課題を

読み取ることができたと考える。今後，教員が取

り組んでいる性教育の具体的な事例を分析し，知

的障がいをもつ児童生徒に対する性教育の内容や

教育方法を検討していきたい。

　本研究にご協力いただいた皆様に深く感謝いた

します。

　本研究は平成20年度科学研究費萌芽研究（課題

番号20659354）の助成を受け実施した。
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要　　旨

　本研究の目的は，特別支援学校における知的障がいのある児童生徒の性教育に関

する教員の意識および性教育の実態を明らかにすることである。特別支援学校の教

員188名を対象に質問紙調査を行ない，回答の得られた85名を分析対象とした。

　教員は児童生徒の「自分の性器を触る」，「友達や教員に抱きつく」などを体験し，そ

れらの行動に対して問題意識を持っていた。小学部・中学部の教員が必要と考える

性教育は「身だしなみ」，「コミュニケーション」，「日常生活ルール」，高等部では

「コミュニケーション」，「性被害」，「男女交際」であった。これらは教員が教科とし

て実施する性教育の内容や日常生活における指導内容と同様であった。82名の教員

が知的障がい児に対する性教育方法の学習を必要と感じているが，学校で勉強会を

実施しているのは21名であった。57名は性教育に関し「困っている」と回答し「教

え方がわからない」，「学習機会がない」を挙げていた。

　特別支援学校の児童生徒が日常生活の基本的事項を身につけ，自己の性や他人へ

の認識を深める具体的な教育内容や教育方法の検討が必要である。
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